
ドイツの歌、日本の唄

2018 ■ 05 ■ 13 ■ 日 ■ A.M.11：30 開演 ■ A.M.11：00 開場
文化センター文化ホールロビー

瀬戸市西茨町113-3

演目（予定）
シューベルト：歌曲集「白鳥の歌」より／リスト：愛の夢／

瀧廉太郎（作詞 土井晩翠）：荒城の月／原譲二（作詞 なかにし礼）：まつり ほか

幸田町出身。愛知県立芸術大学卒業、同大学大学院首席修了。
バッハ「マタイ受難曲」「ヨハネ受難曲」のエヴァンゲリストを
はじめ、ヘンデル「メサイア」、バッハ「ミサ曲ロ短調」、ハイドン
「天地創造」、モーツァルト「レクイエム」、ベートーヴェン「交響
曲第９番」、オルフ「カルミナブラーナ」などにテノールソロで
出演。定期的にリサイタルを開催。シューベルトの三大歌曲集
を演奏。また、北島三郎、吉幾三特別公演にバックコーラスと
して参加。演歌もレパートリーとしている。現在、声楽を畑儀文
の各氏に師事。

「歌曲の王」シューベルトから、日本歌曲の代表作、そしてなんと北島三郎の代表曲まで。 
今この地方で活躍目覚ましいテノール歌手と、華のあるピアニストのデュオでどうぞ！

T E NO R
大久保  亮  Okubo Ryo

瀬戸市出身。愛知県立明和高等学校音楽科、愛知県立芸術大学
卒業。2015年JAPAN HONG-KONG国際音楽コンクール第３位
受賞ほか、愛知ピアノコンクール、大阪国際音楽コンクール、日本
モーツァルト音楽コンクールなどで入賞。セントラル愛知響と
共演。Duo Aile(デュオ・エール)としても活動、フィギュアスケー
ター鈴木明子さんらとジャンルを超えた共演も行う。伊井光子、
杉浦日出夫、碓井俊樹、掛谷勇三、奥村友美の各氏に師事。
ウィーンにてR.ケーラー、A.クユムジャンの両氏にレッスンを
受ける。

P I A NO
安藤千紗都  Ando Chisato

瀬戸市出身

入場料：500円　　定　員：100人（自由席）　［入場券販売］4/7（土）午前8時30分から文化センター窓口で販売

文化ホールのロビーを会場に名古屋市栄の宗次ホール協力
のもと開催するワンコインコンサートです。響きの良い文化
ホールロビーに溢れる上質なクラシック音楽。文化ホールの陶
壁と自然豊かなロケーションもどうぞお楽しみください。


